
(57)【要約】

【課題】多数の普通の内視鏡は、消化管での管腔内操作

中、進入のスピード、牽引、管腔の裂傷など、固有の問

題を有している。従って、管状臓器のトラバース用の方

法および用具を改良することが求められている。

【解決手段】消化管などの管腔をトラバースするために

各種の例示的方法および用具が提供される。本用具は、

遠位配置管状要素および近位配置制御要素を有する細長

い本体を含むことができる。管状要素は、管状要素の移

動が、本用具が管腔内で駆動されることができるように

、選択的に、かつ独立して放射状に拡張および収縮し、

縦方向に移動するように構成される。さらに、管状要素

は、滑りを軽減する牽引面を含むことができる。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 体 内 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 用 具 に お い て 、
　 縦 軸 に 沿 っ て 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延 び て い る 細 長 い 本 体 、
　 を 含 み 、
　 前 記 遠 位 端 が 、 第 一 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 、 お よ び 第 二 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 を 含 み 、
　 各 管 状 要 素 が 、 第 一 端 部 、 お よ び 第 二 端 部 を 有 し 、 前 記 管 状 要 素 は そ れ ぞ れ 、 選 択 的 に
、 か つ 独 立 し て 放 射 状 に 拡 張 お よ び 収 縮 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 管 状 要 素 が 、 互 い に 対 し て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 用 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 用 具 は 、 管 腔 内 面 を 掴 む こ と に よ っ て 前 記 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 、 用 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 管 状 要 素 の 縦 方 向 の 移 動 、 拡 張 、 お よ び 収 縮 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 第 一 制
御 要 素 、 お よ び 第 二 制 御 要 素 、
　 を さ ら に 含 む 、 用 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 3に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 二 制 御 要 素 に 対 す る 前 記 第 一 制 御 要 素 の 移 動 が 、 前 記 第 二 管 状 要 素 に 対 す る 前 記
第 一 管 状 要 素 の 移 動 を も た ら す 、 用 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 3に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 制 御 要 素 に 対 す る 前 記 第 二 制 御 要 素 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 に 対 す る 前 記
第 二 管 状 要 素 の 移 動 を も た ら す 、 用 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 用 具 で あ っ て 、
　 前 記 本 体 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 一 近 位 本 体 部 材 、 お よ び 第 一 遠 位 本
体 部 材 、 な ら び に 前 記 第 二 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 二 近 位 本 体 部 材 、 お よ び 第 二 遠 位
本 体 部 材 を 含 む 、 用 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 6に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 遠 位 本 体 部 材 方 向 へ の 前 記 第 一 近 位 本 体 部 材 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 放
射 状 拡 張 を も た ら す と 同 時 に 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 長 さ を 減 少 さ せ る 、 用 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 6に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 二 遠 位 本 体 部 材 方 向 へ の 前 記 第 二 近 位 本 体 部 材 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 放
射 状 拡 張 を も た ら す と 同 時 に 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 長 さ を 減 少 さ せ る 、 用 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 1に 記 載 の 用 具 で あ っ て 、
　 前 記 第 一 管 状 要 素 、 お よ び 前 記 第 二 管 状 要 素 が 、 メ ッ シ ュ 織 物 で 作 ら れ て い る 、 用 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 身 体 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 用 具 に お い て 、
　 細 長 い 本 体 部 材 上 に 可 動 的 に 配 置 さ れ 、 選 択 的 に 、 か つ 独 立 し て 縦 方 向 の 移 動 が 可 能 な
少 な く と も 2個 の 管 状 要 素 、
　 を 含 み 、
　 各 管 状 要 素 が 、 選 択 的 に コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 長 さ を 有 し 、
　 各 管 状 要 素 が 、 延 長 さ れ た 長 さ お よ び 収 縮 さ れ た 直 径 を 有 す る 第 一 構 造 、 な ら び に 縮 小
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さ れ た 長 さ お よ び 拡 張 さ れ た 直 径 を 有 す る 第 二 構 造 を 有 す る 、
　 用 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 開 示 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
　 様 々 な 医 療 用 具 が 、 手 術 、 診 断 お よ び /ま た は 送 達 目 的 で 、 管 状 の 身 体 器 官 の 管 腔 を 通
さ れ る 。 例 え ば 、 内 視 鏡 は 、 胃 腸 (GI)管 な ど の 体 内 腔 の あ る 部 位 の 視 覚 的 検 査 お よ び /ま
た は 治 療 の 促 進 に 使 用 さ れ る 器 具 で あ る 。 内 視 鏡 の 使 用 を 伴 う 処 置 中 、 当 該 器 具 は 、 管 腔
内 を 慎 重 に 操 縦 さ れ 、 所 望 部 位 に 進 入 し 、 身 体 器 官 の 管 腔 内 壁 の 穿 孔 を 回 避 し な け れ ば な
ら な い 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 し か し 、 多 数 の 従 来 の 内 視 鏡 は 、 胃 腸 管 で の 管 腔 内 操 作 中 、 固 有 の 進 入 問 題 を 有 し て い
る 。 内 視 鏡 は 、 進 入 が 制 限 さ れ る 。 そ れ は 、 管 腔 の 長 さ が 増 加 す る に つ れ 、 GI管 の 屈 曲 部
周 囲 で 柔 軟 な 内 視 鏡 を 押 す こ と が 次 第 に 困 難 に な る か ら で あ る 。 バ ル ー ン を 用 い た 腸 ク ロ
ー ラ ー な ど の 他 の 用 具 は 、 腸 内 壁 で の ス ピ ー ド お よ び 牽 引 に 問 題 が あ る た め に 、 そ の 使 用
の 成 功 に 限 界 が あ る 。 即 ち 、 胃 腸 管 の 裂 傷 お よ び 管 腔 径 の 変 動 を 回 避 す る ニ ー ズ を 考 慮 す
る と 、 腸 壁 を 使 用 し て 、 当 該 用 具 を 押 し /引 っ 張 る こ と は 困 難 で あ る と 分 か る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 っ て 、 管 状 の 身 体 器 官 の ト ラ バ ー ス 用 の 方 法 お よ び 用 具 を 改 良 す る こ と が 求 め ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
　 本 明 細 書 で 述 べ ら れ る の は 、 身 体 管 腔 な ど の 管 腔 を ト ラ バ ー ス (横 行 )す る た め の 方 法 お
よ び 用 具 で あ る 。 従 来 の 用 具 と 異 な り 、 本 明 細 書 で 述 べ る 実 施 態 様 は 、 本 用 具 を 管 腔 内 で
駆 動 す る た め に 、 独 立 し て 拡 張 可 能 お よ び 移 動 可 能 な 管 状 要 素 を 使 用 す る 。 少 な く と も 1
件 の 実 施 態 様 で は 、 管 状 要 素 は 、 滑 り を 軽 減 す る よ う に 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 当 該 管 状 要
素 は 、 管 腔 壁 の 把 握 を 容 易 に す る 牽 引 面 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 あ る 実 施 態 様 で は 、 本 用 具 は 、 縦 軸 に 沿 っ て 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延 び て い る 細 長 い 本
体 を 含 む 。 遠 位 端 は 、 第 一 お よ び 第 二 管 状 要 素 を 含 む こ と が で き 、 各 管 状 要 素 は 独 立 し て
放 射 状 に 拡 張 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 管 状 要 素 は 、 放 射 状 拡 張 に 加 え て 、 互 い に 対 し
て 移 動 す る こ と が で き る 。 当 該 管 状 要 素 を 連 続 的 に 拡 張 (お よ び 収 縮 )さ せ 、 当 該 管 状 要 素
を 互 い に 対 し て 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 本 用 具 は 、 管 腔 内 を 駆 動 さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 あ る 態 様 で は 、 管 状 要 素 が 放 射 状 に 拡 張 し 、 管 腔 壁 に 接 触 す る と 、 当 該 エ レ メ ン ト は 、
管 腔 に 裂 傷 を 与 え る こ と な く 管 腔 内 面 を 把 握 す る 能 力 を 有 す る 。 例 え ば 、 管 状 要 素 は 、 滑
り を 軽 減 す る 助 け に な る 牽 引 面 を 含 む こ と が で き る 。 あ る 実 施 態 様 で は 、 管 状 要 素 は 、 ざ
ら ざ ら し た 、 ま た は 多 孔 質 の コ ー テ ィ ン グ を 含 み 、 こ れ が 牽 引 面 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 別 法 と し て 、 ま た は 、 追 加 的 に 、 管 状 要 素 の 少 な く と も 1個 は 、 牽 引 面 を 提 供 す る メ ッ
シ ュ 材 か ら 形 成 さ れ る 。 メ ッ シ ュ の 管 状 要 素 の 縦 の 収 縮 （ 例 、 長 さ の 短 縮 )は 、 当 該 管 状
要 素 を 放 射 状 に 拡 張 さ せ 、 管 状 要 素 の 縦 の 拡 張 は 、 当 該 管 状 要 素 を 放 射 状 に 収 縮 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 用 具 の 遠 位 部 分 は 、 第 一 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 一 近 位 お よ び 第 一 遠 位 本 体 部 材
、 な ら び に 、 第 二 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 二 近 位 お よ び 第 二 遠 位 本 体 部 材 を 含 む こ と
が で き る 。 第 一 管 状 要 素 を 放 射 状 に 拡 張 さ せ る た め に 、 第 一 近 位 本 体 部 材 お よ び 第 一 遠 位
本 体 部 材 を 結 合 し 、 第 一 管 状 要 素 の 長 さ を 短 縮 す る こ と が で き る 。 同 様 に 、 第 二 管 状 要 素
を 拡 張 さ せ る た め に 、 第 二 近 位 本 体 部 材 と 第 二 遠 位 本 体 部 材 を 結 合 し 、 第 二 管 状 要 素 の 長
さ を 短 縮 す る こ と が で き る 。 プ ロ セ ス を 逆 に す る に は 、 近 位 お よ び 遠 位 本 体 部 材 が 離 さ れ
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、 管 状 要 素 を 延 長 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 別 の 態 様 で は 、 本 用 具 は 、 管 状 要 素 の 拡 張 お よ び 収 縮 を 制 御 す る よ う に 構 成 さ れ た 第 一
お よ び 第 二 制 御 要 素 を 含 む 。 例 え ば 、 近 位 に 位 置 す る 制 御 要 素 は 、 外 科 医 に よ る 、 遠 位 に
位 置 す る 管 状 要 素 の 拡 張 お よ び 収 縮 の 遠 隔 操 作 を 可 能 に す る 。 さ ら に 、 当 該 制 御 要 素 は 、
互 い に 対 し て 管 状 要 素 を 動 か す よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 制 御 要 素 の 一 方 を
、 他 方 の 制 御 要 素 に 対 し て 移 動 さ せ る と 、 管 状 要 素 の 一 方 を 他 方 の 管 状 要 素 に 対 し て 移 動
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 別 の 実 施 態 様 で は 、 管 腔 ト ラ バ ー ス 用 具 が 開 示 さ れ て い る 。 本 用 具 は 、 細 長 い 本 体 部 材
上 に 可 動 的 に 配 置 さ れ 、 選 択 的 に 、 お よ び 、 独 立 し て 縦 の 移 動 が 可 能 な 少 な く と も 2個 の
管 状 要 素 を 含 む 。 各 管 状 要 素 は 、 選 択 的 に 制 御 可 能 な 長 さ を 有 す る こ と が で き る 。 例 え ば
、 各 管 状 要 素 は 、 延 長 さ れ た 長 さ と 収 縮 さ れ た 直 径 の 第 一 構 造 と 、 縮 小 し た 長 さ と 拡 張 し
た 直 径 の 第 二 構 造 を 有 す る こ と が で き る 。 あ る 実 施 態 様 で は 、 管 状 要 素 は 、 メ ッ シ ュ 材 か
ら 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お も 別 の 実 施 態 様 で は 、 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 方 法 が 開 示 さ れ て い る 。 本 方 法 は 、 近
位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延 び て い る 細 長 い 本 体 を 有 し 、 近 位 お よ び 遠 位 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 を 含
む 管 腔 ト ラ バ ー ス 用 具 を 提 供 す る 段 階 を 含 む こ と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 本 用 具 は 、 身
体 の 管 腔 内 部 に 挿 入 さ れ 、 近 位 管 状 要 素 が 拡 張 し 、 そ れ に よ っ て 、 拡 張 し た 第 一 管 状 要 素
の 外 面 が 身 体 管 腔 の 内 面 に 接 し て 位 置 す る 。 管 状 要 素 の 拡 張 に 伴 っ て 、 遠 位 管 状 要 素 が 、
近 位 管 状 要 素 に 対 し て 遠 位 に 移 動 さ れ る 。 そ の 後 、 拡 張 し た 遠 位 管 状 要 素 外 面 が 、 管 腔 内
面 に 接 し て 位 置 す る よ う に 、 当 該 遠 位 管 状 要 素 が 拡 張 さ れ る 。 遠 位 管 状 要 素 の 拡 張 と と も
に 、 近 位 管 状 要 素 が 収 縮 さ れ 、 遠 位 管 状 要 素 の 方 向 に 遠 位 に 移 動 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 あ る 態 様 で は 、 管 腔 ト ラ バ ー ス 用 具 は 、 近 位 お よ び 遠 位 管 状 要 素 を 独 立 し て コ ン ト ロ ー
ル す る た め の 第 一 お よ び 第 二 近 位 位 置 制 御 要 素 を 含 む 。 例 え ば 、 第 一 ハ ン ド ル が 作 動 さ れ
、 近 位 管 状 要 素 を 拡 張 さ せ る こ と が で き 、 第 二 ハ ン ド ル が 作 動 さ れ 、 遠 位 管 状 要 素 を 拡 張
さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 近 位 管 状 要 素 お よ び /ま た は 遠 位 管 状 要 素 を 遠 位 に 移 動 さ
せ る 段 階 は 、 第 一 ハ ン ド ル お よ び /ま た は 第 二 ハ ン ド ル を 遠 位 に 動 か す こ と に よ っ て 実 施
さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 添 付 の 図 面 、 以 下 の 図 面 の 詳 細 な 説 明 お よ び 好 ま し い 実 施 態 様 か ら 、 本 発 明 の さ ら な る
特 徴 、 性 質 お よ び 各 種 長 所 が 、 さ ら に 明 ら か に な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 添 付 の 図 面 と と も に 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 、 本 発 明 は さ ら に 十 分 に 理 解 さ れ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
〔 発 明 の 詳 細 な 説 明 〕
　 こ こ で 、 本 明 細 書 に 開 示 す る 本 用 具 お よ び 方 法 の 構 造 、 機 能 、 製 造 お よ び 使 用 の 原 理 の
十 分 な 理 解 を 提 供 す る た め に 、 特 定 の 典 型 的 実 施 態 様 が 説 明 さ れ る 。 こ れ ら の 実 施 態 様 の
1件 以 上 の 例 が 、 添 付 の 図 面 に 示 さ れ て い る 。 本 明 細 書 に 具 体 的 に 説 明 さ れ 、 添 付 の 図 面
に 示 さ れ た 用 具 お よ び 方 法 は 、 無 制 約 の 典 型 的 実 施 態 様 で あ り 、 本 発 明 の 範 囲 は 、 特 許 請
求 の 範 囲 に よ っ て の み 規 定 さ れ る こ と が 、 当 業 者 は 理 解 す る で あ ろ う 。 あ る 典 型 的 実 施 態
様 と 関 連 し て 示 さ れ 、 説 明 さ れ る 特 徴 は 、 他 の 実 施 態 様 の 特 徴 と 組 み 合 わ さ れ る こ と が で
き る 。 こ の よ う な 変 更 お よ び 変 形 物 は 、 本 発 明 の 範 囲 内 に 含 ま れ る こ と を 意 図 さ れ て い る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 に 、 GI(胃 腸 )管 な ど の 管 状 の 身 体 器 官 の 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 方 法 お よ
び 用 具 を 提 供 す る 。 あ る 典 型 的 実 施 態 様 で は 、 本 方 法 お よ び 用 具 は 、 管 状 要 素 を 利 用 し 、
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管 腔 内 で 当 該 用 具 を 移 動 さ せ る 。 当 該 管 状 要 素 は 、 管 腔 壁 を 掴 み 、 管 腔 壁 を 押 し /反 対 方
向 に 引 き 、 本 用 具 を 駆 動 す る 、 お よ び /ま た は 、 管 腔 壁 に 対 し て 所 定 の 位 置 に 本 用 具 を 保
持 す る こ と が で き る 。 当 業 者 は 、 本 明 細 書 に 開 示 の 方 法 お よ び 用 具 が 様 々 な 構 造 を 有 す る
こ と が で き 、 そ れ ら を 様 々 な 治 療 で の 使 用 に 適 合 さ せ る こ と が で き る 、 と 認 め る で あ ろ う
。 例 え ば 、 本 方 法 お よ び 用 具 は 、 管 状 の 身 体 器 官 の 管 腔 内 壁 の 検 査 な ど の 診 断 目 的 で 、 イ
ン プ ラ ン ト 、 ツ ー ル 、 空 気 、 水 、 光 、 エ ネ ル ギ ー 、 医 薬 品 、 放 射 線 不 透 過 性 物 質 な ど を 送
達 す る 送 達 手 段 と し て 、 お よ び /ま た は 、 遠 隔 部 位 で の 内 視 鏡 手 術 を 実 施 す る た め に 使 用
さ れ る こ と が で き る 。 本 発 明 は 、 主 と し て 、 GI管 に 関 し て 本 明 細 書 で 説 明 さ れ て い る が 、
本 発 明 の 用 具 が 、 身 体 の 他 の 管 腔 へ の 進 入 に 使 用 さ れ る こ と が で き る 、 と 当 業 者 は 認 め る
で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 1は 、 近 位 端 14か ら 遠 位 端 16ま で 縦 軸 Lに 沿 っ て 延 び て い る 細 長 い 本 体 12を 含 む 用 具 10
の あ る 典 型 的 実 施 態 様 を 示 す 。 あ る 態 様 で は 、 用 具 10の 遠 位 端 14は 、 管 腔 内 の 当 該 用 具 の
挿 入 お よ び 移 動 を 促 進 す る 円 錐 形 を 有 す る こ と が で き る 遠 位 の 先 端 17を 含 む 。 さ ら に 、 ま
た は 別 法 と し て 、 遠 位 の 先 端 17は 、 治 療 区 域 ま で の 送 達 の た め に 、 医 療 用 具 お よ び /ま た
は イ ン プ ラ ン ト と か み 合 う よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 遠 位 の 先 端 17は 、 例 え ば 胃 腸 用
イ ン プ ラ ン ト お よ び 手 術 用 具 の 送 達 を 含 め て 、 用 具 10の 使 用 目 的 に 応 じ て 、 様 々 な 形 お よ
び サ イ ズ を 有 す る こ と が で き る こ と を 当 業 者 は 理 解 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 用 具 10は 、 少 な く と も 2個 の 、 選 択 的 に 、 ま た 、 独 立 し て 拡 張 可 能 お よ び 収 縮 可 能 な 管
状 要 素 18a、 18bを 含 む こ と が で き 、 こ れ ら 管 状 要 素 は 、 時 に は 、 本 明 細 書 で 「 バ ル ー ン 」
と 称 さ れ る 。 あ る 態 様 で は 、 管 状 要 素 18a、 18bは 、 本 体 12の 遠 位 端 14に 配 置 さ れ 、 近 位 に
配 置 さ れ た 制 御 要 素 20a、 20bで 作 動 さ れ る こ と が で き る 。 当 該 制 御 要 素 の 操 作 は 、 下 記 の
と お り 、 軸 Ｌ に 沿 っ た 管 状 要 素 18a、 18bの 相 対 的 移 動 を 引 き 起 こ す こ と が で き る 。 さ ら に
、 制 御 要 素 20a、 20bは 、 管 状 要 素 18a、 18bの 選 択 的 拡 張 お よ び 収 縮 を 容 易 に す る 。 管 状 要
素 18a、 18bの 協 調 し た 遠 位 移 動 、 な ら び に 放 射 状 拡 張 お よ び 放 射 状 収 縮 は 、 体 内 管 腔 の 遠
隔 部 分 ま で 前 記 用 具 １ ０ が 有 効 か つ 好 都 合 に 進 む こ と を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 管 状 要 素 18a、 18bは 、 様 々 な 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と が で き 、 当 該 材 料 は 、 管 状 で あ る
場 合 、 管 状 部 材 の 長 さ が 減 少 す る と 、 放 射 状 に 拡 張 で き 、 管 状 部 材 の 長 さ が 増 加 す る と 、
放 射 状 に 収 縮 で き る 。 典 型 的 な 材 料 は 、 メ ッ シ ュ 織 （ woven mesh） の 形 態 に あ る 生 体 適 合
性 ポ リ マ ー 、 金 属 、 合 金 を 含 む こ と が で き る 。 典 型 的 材 料 は 、 ナ イ ロ ン 繊 維 、 ニ ッ ケ ル -
チ タ ン 形 状 記 憶 合 金 (「 ニ チ ノ ー ル （ Nitinol） 」 )ワ イ ヤ ー 、 ス テ ン レ ス ス チ ー ル ワ イ ヤ
ー (例 、 300シ リ ー ズ ま た は 400シ リ ー ズ )お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 形 成 さ れ る メ ッ シ
ュ 織 布 （ woven mesh fabric） を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 あ る 態 様 で は 、 管 状 要 素 18a、 18bが 形 成 さ れ る 材 料 は 、 当 該 管 状 要 素 が 管 腔 内 壁 を 掴 む
助 け に な る 。 例 え ば 、 当 該 材 料 は 、 当 該 管 状 要 素 が 管 腔 壁 に 対 し て そ の 位 置 を 保 持 で き る
よ う に 、 拡 張 状 態 の 当 該 管 状 要 素 に 牽 引 力 を 提 供 で き る 。 あ る 実 施 態 様 で は 、 バ ル ー ン は
、 摩 擦 強 化 処 理 ま た は 表 面 特 徴 点 22を 含 み 、 バ ル ー ン が 管 腔 壁 を 掴 む 助 け に な る こ と が で
き る 。 管 腔 壁 が 解 剖 学 的 表 面 で あ る 場 合 、 牽 引 面 22は 、 好 ま し く は 、 管 腔 壁 に 裂 傷 を 与 え
る こ と な く 、 当 該 牽 引 面 が 当 該 壁 を 掴 む よ う に 構 成 さ れ る 。 例 え ば 、 牽 引 面 22は 、 バ ル ー
ン 18a、 18b表 面 上 に 配 置 さ れ る 多 孔 質 ま た は 粗 コ ー テ ィ ン グ ま た は オ ー バ ー レ イ ヤ ー で あ
る こ と が で き る 。 様 々 な 材 料 が 把 握 表 面 （ gripping surface） を 提 供 で き る こ と を 、 当 業
者 は 認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 別 法 と し て 、 牽 引 面 22は 、 管 状 部 材 自 体 の 外 面 に よ っ て 提 供 さ れ る こ と が で き る 。 例 え
ば 、 バ ル ー ン 18aお よ び /ま た は 18bは 、 図 2に 示 さ れ る よ う に 、 メ ッ シ ュ 織 物 （ woven mesh
 material） か ら 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 バ ル ー ン 18a、 18bの 表 面 は 、 管 腔 壁 に 押 し 付
け ら れ る と 、 滑 ら か な 表 面 を 有 す る 従 来 の 用 具 よ り も 良 好 な 保 持 を 提 供 で き る 。 網 織 構 造
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は 、 当 該 バ ル ー ン が 管 腔 を 裂 傷 を 与 え る こ と な く 、 適 切 に 管 腔 を 掴 む こ と が で き る よ う に
、 粗 お よ び /ま た は 多 孔 質 表 面 を 有 し 、 こ れ が 牽 引 面 22を 提 供 す る 。 さ ら に 、 メ ッ シ ュ 材
は 、 当 該 メ ッ シ ュ が 拡 張 さ れ る と 拡 張 し 、 か つ ／ ま た は 当 該 メ ッ シ ュ が 収 縮 さ れ る と 収 縮
す る 細 孔 ま た は 開 口 23を 提 供 で き る 。 管 状 要 素 が 管 腔 内 壁 に 押 し 付 け ら れ る 拡 張 状 態 で は
、 開 口 23は 、 把 握 を 容 易 に す る こ と が で き る 。 逆 に 、 当 該 バ ル ー ン が 収 縮 さ れ る と 、 収 縮
（ ま た は 閉 鎖 )開 口 23は 、 よ り 簡 単 に 管 腔 を 通 過 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 「 メ ッ シ ュ 」 と い う 用 語 は 、 編 み 上 げ ら れ た 、 織 ら れ た 、 お よ び 、 ク モ の 巣 様 の 材 料 を
含 む 多 孔 質 表 面 を 有 す る 様 々 な 材 料 を 示 す た め に 使 用 さ れ る こ と を 、 当 業 者 は 認 め る で あ
ろ う 。 さ ら に 、 「 メ ッ シ ュ 」 は 、 多 数 の 開 口 を 有 す る シ ー ト か ら 形 成 さ れ る 材 料 を 含 む こ
と が で き る 。 あ る 態 様 で は 、 メ ッ シ ュ バ ル ー ン は 、 柔 軟 な 、 ま た は 、 拡 張 可 能 な ワ イ ヤ ー
か ら 織 ら れ て い る 。 そ の よ う な メ ッ シ ュ は 、 所 望 の メ ッ シ ュ 密 度 お よ び 当 該 メ ッ シ ュ が 形
成 さ れ る 材 料 に 応 じ て 、 様 々 な パ タ ー ン に 織 ら れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 当 該 メ ッ シ ュ
は 、 本 用 具 の 縦 軸 Lに 対 し て 、 あ る 角 度 で 位 置 す る メ ッ シ ュ ワ イ ヤ ー で 、 ア ン ダ ー /オ ー バ
ー パ タ ー ン に 織 る こ と が で き る 。 当 該 ワ イ ヤ ー は 、 異 な る 材 料 か ら で き て い る 個 別 の ス ト
ラ ン ド で 形 成 す る こ と が で き 、 お よ び /ま た は 、 異 な る 組 成 の ワ イ ヤ ー が 使 用 さ れ る こ と
が で き る 、 と 当 業 者 は 認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 管 状 要 素 の 構 造 に 関 係 な く 、 当 該 管 状 要 素 は 、 好 ま し く は 、 所 望 の 用 途 に 従 っ た サ イ ズ
お よ び 形 に さ れ る 。 例 え ば 、 管 状 要 素 は 、 そ の 放 射 状 収 縮 状 態 で は 、 本 体 12と と も に 、 管
腔 進 入 に 使 用 さ れ る 身 体 内 の 開 口 部 に 入 っ て 通 り 抜 け る サ イ ズ に さ れ る 必 要 が あ る 。 好 ま
し く は 、 身 体 内 の 開 口 部 は 、 自 然 の 開 口 部 で あ る 。 本 用 具 は 、 身 体 開 口 部 に 入 っ て 通 り 抜
け る サ イ ズ に さ れ て い る 上 に 、 放 射 状 の 収 縮 状 態 の バ ル ー ン を 含 め て 、 本 用 具 が ト ラ バ ー
ス を 予 定 さ れ て い る 管 腔 最 狭 部 に 入 っ て 通 り 抜 け る 適 合 す る サ イ ズ で も な け れ ば な ら な い
。 さ ら に 、 管 状 要 素 は 、 本 用 具 が 通 過 す る 管 腔 壁 の 最 広 部 に 接 触 で き る よ う に 放 射 状 拡 張
状 態 の 寸 法 を 有 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 あ る 実 施 態 様 の 管 状 要 素 18a、 18bは 、 一 般 に 、 近 位 端 30a、 31aか ら 遠 位 端 30b、 31bま で
延 び た 細 長 い 、 ま た は 、 管 状 の 形 を 有 す る 。 管 状 要 素 18a、 18bの 放 射 状 拡 張 は 、 近 位 端 30
a、 31aと 遠 位 端 30b、 31bを と も に 移 動 さ せ る こ と に よ っ て 達 成 さ れ る 。 両 端 が 接 合 さ れ る
と 、 バ ル ー ン の 長 さ は 減 少 し 、 バ ル ー ン 18a、 18bの 中 間 部 33a、 33bは 、 放 射 状 に 拡 張 す る
。 逆 に 、 近 位 端 30a、 31aと 遠 位 端 30b、 31bを 離 す と 、 バ ル ー ン の 長 さ を 増 加 さ せ 、 そ れ に
よ っ て 、 当 該 バ ル ー ン の 直 径 を 収 縮 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 あ る 実 施 態 様 で は 、 管 状 要 素 18a、 18bの 拡 張 お よ び 収 縮 は 、 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 2
8bの 相 対 的 移 動 に よ っ て 達 成 さ れ る こ と が で き る 。 図 3は 、 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28b
に か み 合 わ さ れ た バ ル ー ン 18a、 18bを 伴 う 用 具 10の 遠 位 部 分 の あ る 実 施 態 様 を 示 す 。 特 に
、 バ ル ー ン 18aは 、 端 部 30a、 30bで 、 そ れ ぞ れ 、 第 一 近 位 お よ び 第 一 遠 位 本 体 部 材 26a、 26
bに か み 合 わ さ れ 、 バ ル ー ン 18bは 、 端 部 31a、 31bで 、 そ れ ぞ れ 、 第 二 近 位 お よ び 第 二 遠 位
本 体 部 材 28a、 28bに か み 合 わ さ れ る 。 近 位 制 御 要 素 20a、 20bの 作 動 は 、 互 い に 対 し て 近 位
お よ び 遠 位 本 体 部 材 を 移 動 さ せ 、 当 該 バ ル ー ン の 長 さ を 減 少 さ せ る こ と が で き (即 ち 、 近
位 本 体 部 材 26a、 28aお よ び 遠 位 本 体 部 材 26b、 28bを 接 合 さ せ る こ と に よ る )、 そ れ に よ っ
て 、 バ ル ー ン を 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 。 逆 に 、 バ ル ー ン の 長 さ を 増 加 さ せ る 当 該 制 御 要 素 の
作 動 (即 ち 、 近 位 本 体 部 材 26a、 28aお よ び 遠 位 本 体 部 材 26b、 28bを 離 す こ と に よ る )は 、 バ
ル ー ン 18a、 18bの 直 径 を 収 縮 さ せ る 。 制 御 要 素 20a、 20bの 作 動 は 、 バ ル ー ン 18a、 18bの 収
縮 お よ び 拡 張 を コ ン ト ロ ー ル す る 上 に 、 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bが 、 縦 軸 Lに 沿 っ て
、 独 立 し て 、 互 い に 対 し て バ ル ー ン 18a、 18bを 移 動 さ せ る こ と を 可 能 に す る 。 例 え ば 、 第
一 本 体 部 材 26a、 26bお よ び 第 二 本 体 部 材 28a、 28bは 、 互 い に 対 し て 縦 方 向 に 移 動 さ れ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 管 状 要 素 18a、 18bは 、 様 々 な 固 定 技 術 に よ っ て 、 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bと か み 合
わ さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 図 3に 示 さ れ る よ う に 、 管 状 要 素 18a、 18bは 、 本 体 部 材
の 外 面 32と 保 持 バ ン ド 34の 間 に 固 定 さ れ る こ と が で き る 。 管 状 要 素 18a、 18bが 、 様 々 な 他
の 代 替 ま た は 追 加 固 定 法 に よ っ て 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bに 固 定 さ れ る こ と が で き る
、 と 当 業 者 は 認 め る で あ ろ う 。 例 え ば 、 前 記 バ ル ー ン は 、 本 体 12に 接 着 、 溶 接 、 付 着 お よ
び /ま た は 摩 擦 嵌 め に よ っ て か み 合 わ さ れ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 あ る 実 施 態 様 で は 、 制 御 要 素 20a、 20bか ら 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bま で 延 び る 作 動
ロ ッ ド 40は 、 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bを 移 動 さ せ 、 バ ル ー ン 18a、 18bの 選 択 的 拡 張 、
収 縮 お よ び 縦 の 移 動 を コ ン ト ロ ー ル す る た め に 使 用 さ れ る こ と が で き る 。 図 3に 示 さ れ る
あ る 実 施 態 様 で は 、 複 数 の ロ ッ ド が 使 用 さ れ る 。 例 え ば 、 ロ ッ ド 40bは 、 第 二 遠 位 本 体 部
材 28bま で 延 び る こ と が で き 、 一 方 、 ロ ッ ド 40aは 、 第 二 近 位 本 体 部 材 28aま で 延 び る こ と
が で き る 。 ロ ッ ド 40a、 40bは 、 当 該 ロ ッ ド 40a、 40bの 移 動 が 本 体 部 材 の 対 応 す る 移 動 を も
た ら す よ う に 、 第 二 本 体 部 材 28a、 28bと か み 合 わ さ れ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ロ ッ ド 40
a、 40bは 、 バ ル ー ン 18aに 対 し て バ ル ー ン 18bを 移 動 さ せ る た め に 、 と も に 移 動 さ れ る こ と
が で き る 。 同 様 に 、 バ ル ー ン 18aに 関 し て 、 本 体 部 材 26a、 26bは 、 2個 の 追 加 ロ ッ ド (図 示
さ れ ず )と か み 合 う こ と が で き 、 バ ル ー ン 18aの コ ン ト ロ ー ル を 可 能 に す る 。 当 該 ロ ッ ド は
、 バ ル ー ン 18aの 放 射 状 拡 張 、 な ら び に 、 18bに 対 す る バ ル ー ン 18aの 相 対 的 移 動 を コ ン ト
ロ ー ル で き る 。 例 え ば 、 当 該 ロ ッ ド は 、 バ ル ー ン 18aを バ ル ー ン 18bに 対 し て 近 位 お よ び 遠
位 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 管 状 要 素 18a、 18bお よ び 本 体 部 材 26a、 26b、 28a、 28bの 拡 張 お よ び 収 縮 が ロ ッ ド に 対 し
て 記 述 さ れ て い る が 、 バ ル ー ン が 、 様 々 な 代 替 法 で コ ン ト ロ ー ル 可 能 で あ る こ と を 、 当 業
者 は 認 め る で あ ろ う 。 例 え ば 、 様 々 な 他 の 機 械 的 作 動 要 素 が 使 用 さ れ 、 各 管 状 要 素 の 長 さ
、 よ っ て 、 各 管 状 要 素 の 拡 張 /収 縮 、 お よ び 独 立 し た 縦 方 向 の 移 動 を 選 択 的 に コ ン ト ロ ー
ル 可 能 で あ る 、 と 当 業 者 は 認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 あ る 実 施 態 様 に お け る 管 状 要 素 18a、 18bと 制 御 要 素 20a、 20bの 間 の 用 具 10の 本 体 12は 、
上 記 の よ う に 、 ロ ッ ド に よ っ て 画 定 さ れ る こ と が で き る 。 別 の 実 施 態 様 で は 、 本 体 12は 、
内 部 の 管 腔 (図 示 さ れ ず )を 画 定 す る 保 護 外 殻 を 含 み 、 ロ ッ ド 40a、 40bが 、 当 該 保 護 外 殻 に
配 置 さ れ る こ と が で き る 。 外 殻 は 、 当 該 外 殻 中 に 各 種 部 品 を 含 有 す る よ う に 構 成 さ れ る こ
と も で き 、 お よ び /ま た は 、 ツ ー ル お よ び /ま た は 治 療 薬 の 送 達 用 に 構 成 さ れ る こ と が で き
る 。 あ る 典 型 例 で は 、 本 体 12は 、 用 具 10の 近 位 部 分 14か ら 遠 位 部 分 16ま で の 、 イ ン プ ラ ン
ト 、 ツ ー ル お よ び /ま た は 治 療 媒 介 物 の 送 達 用 通 路 を 含 む こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 細 長 い 本 体 12(例 、 ロ ッ ド 40お よ び /ま た は 外 殻 )は 、 柔 軟 性 お よ び /ま た は 変 形 性 を 提 供
す る 材 料 を 含 め た 様 々 な 材 料 か ら 形 成 さ れ る こ と が で き る 。 特 定 の 典 型 的 実 施 態 様 で は 、
細 長 い 本 体 12は 、 金 属 、 合 金 、 生 体 適 合 性 ポ リ マ ー ま た は そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 形 成 さ
れ る 。 例 え ば 、 当 該 ロ ッ ド は 、 ポ リ マ ー オ ー バ ー チ ュ ー ブ (例 、 ポ リ エ チ レ ン 、 ポ リ プ ロ
ピ レ ン お よ び /ま た は ナ イ ロ ン )に 覆 わ れ た 編 組 ス テ ン レ ス ス チ ー ル か ら 形 成 さ れ る こ と が
で き る 。 当 該 ロ ッ ド は 、 ニ チ ノ ー ル （ Nitinol） ま た は バ ネ 鋼 な ど の 固 体 の 柔 軟 性 材 料 製
で あ る こ と も で き る 。 当 業 者 は 、 本 体 12形 成 に 使 用 さ れ る 材 料 が 、 用 具 の 使 用 目 的 お よ び
解 剖 学 的 特 徴 点 周 辺 で 操 作 す る た め の 用 具 へ の 需 要 に 基 づ い て 選 択 さ れ る こ と が で き る 、
と 認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 細 長 い 本 体 12の 近 位 部 分 は 、 管 状 要 素 の 拡 張 /収 縮 お よ び /ま た は 相 対 的 移 動 を 制 御 す る
機 構 ま で 延 び る こ と が で き る 。 図 4は 、 用 具 10の 近 位 端 の 、 あ る 実 施 態 様 の 部 分 断 面 図 を
示 し 、 ユ ー ザ ー が 近 位 お よ び 遠 位 管 状 要 素 18a、 18b(図 4に 図 示 さ れ ず )の 移 動 を コ ン ト ロ
ー ル で き る 第 一 お よ び 第 二 制 御 要 素 20a、 20bを 含 む 。 各 制 御 要 素 20a、 20bは 、 管 状 要 素 18
a、 18bの 一 方 を コ ン ト ロ ー ル で き る 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
　 あ る 態 様 で は 、 制 御 要 素 20a、 20bは 、 そ れ ぞ れ が 、 互 い に 対 し て 移 動 し 、 管 状 要 素 18a
、 18bの 直 径 を コ ン ト ロ ー ル す る 近 位 お よ び 遠 位 制 御 部 材 を 含 む 。 図 4に 示 さ れ る よ う に 、
制 御 要 素 部 材 48a、 48b、 50a、 50bは 、 ロ ッ ド 40a、 40b、 40cと か み 合 う こ と が で き る (明 確
に す る た め に 、 3個 の ロ ッ ド の み が 示 さ れ て い る )。 作 動 ハ ン ド ル 20bは 、 第 二 近 位 お よ び
遠 位 ハ ン ド ル 部 材 50a、 50bを 互 い に 対 し て 移 動 さ せ 、 ロ ッ ド 40a、 40bを 互 い に 対 し て 移 動
さ せ る 。 ロ ッ ド 40a、 40bの 移 動 は 、 上 記 の よ う に 、 バ ル ー ン 18bを 拡 張 /収 縮 さ せ る 。 同 様
に 、 作 動 ハ ン ド ル 20aは 、 第 二 近 位 お よ び 遠 位 制 御 要 素 部 材 48a、 48bを 互 い の 方 に 移 動 さ
せ （ ま た は 互 い か ら 離 し )、 バ ル ー ン 18aの 直 径 を 拡 張 さ せ る (ま た は 収 縮 さ せ る )。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 さ ら に 、 制 御 要 素 20a、 20bの 互 い に 対 す る 移 動 は 、 管 状 要 素 18a、 18bを 互 い に 対 し て 移
動 さ せ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 制 御 要 素 20a、 20bは 、 互 い の 方 に 移 動 し 、 お よ び 、 互 い
か ら 離 れ 、 そ れ に よ っ て 、 当 該 制 御 要 素 に 伴 う ロ ッ ド を 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 当 該 ロ
ッ ド は 、 バ ル ー ン 18a、 18bを 制 御 要 素 20a、 20bに 連 結 す る の で 、 制 御 要 素 20a、 20bの 相 対
的 移 動 は 、 管 状 要 素 18a、 18bを 互 い に 対 し て 移 動 さ せ る 。 例 え ば 、 制 御 要 素 20a、 20bが 互
い に 離 れ る と 、 管 状 要 素 18a、 18bを 互 い に 対 し て 離 し 、 逆 に 、 制 御 要 素 20a、 20bが 互 い に
近 づ く と 、 管 状 要 素 18a、 18bを 互 い に 近 づ け る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 4に 示 さ れ る よ う に 、 制 御 要 素 20a、 20bは 、 バ ル ー ン を 拡 張 構 造 に 偏 ら せ る ば ね 52、 5
4を 含 む こ と が で き る 。 管 状 要 素 18a、 18bが 管 腔 内 に 配 置 さ れ 、 制 御 要 素 20a、 20bが 作 動
さ れ な い と 、 ば ね 52、 54は 、 管 腔 壁 に 対 す る 拡 張 さ れ た 管 状 要 素 の 働 き に よ っ て 、 管 腔 に
対 し て 所 定 の 位 置 に 用 具 10を 保 持 す る 。 ば ね の 力 に 対 し て 制 御 要 素 20a、 20bの 一 方 ま た は
両 方 を 強 く 握 る と 、 管 状 要 素 18a、 18bの 一 方 ま た は 両 方 が 管 腔 内 を 移 動 す る こ と が で き る
よ う に 、 管 状 要 素 を 収 縮 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 5は 、 管 状 要 素 18a'、 18b'に 連 結 さ れ た 制 御 要 素 20a'、 20b'を 含 む 用 具 10'の 代 替 実 施
態 様 を 示 す 。 各 制 御 要 素 20a'、 20b'は 、 第 一 お よ び 第 二 レ バ ー ア ー ム 70a、 70b、 71a、 71b
を 含 む 。 当 該 レ バ ー ア ー ム を と も に ま た は 別 々 に 移 動 さ せ る と 、 ロ ッ ド 40を コ ン ト ロ ー ル
し 、 よ っ て 、 管 状 要 素 18a'、 18b'を コ ン ト ロ ー ル す る 。 当 業 者 は 、 管 状 要 素 18a、 18bの 使
用 目 的 お よ び 構 造 に 応 じ て 、 用 具 10で 様 々 な 代 替 制 御 要 素 が 使 用 さ れ る こ と が で き る 、 と
認 め る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 6～ 10は 、 身 体 管 腔 (図 示 さ れ ず )内 を 用 具 10の 少 な く と も 一 部 (例 、 遠 位 部 分 )を 移 動
さ せ る 方 法 の 、 あ る 実 施 態 様 を 示 す 。 手 術 の た め の 患 者 の 準 備 後 、 本 用 具 が 患 者 の 肛 門 な
ど の 身 体 開 口 部 か ら 患 者 の 体 内 に 挿 入 さ れ る 。 次 に 、 図 6に 示 さ れ る よ う に 、 近 位 バ ル ー
ン 18aが 放 射 状 に 拡 張 し 、 管 腔 内 面 に 接 触 す る よ う に 、 当 該 バ ル ー ン の 長 さ が 減 少 さ れ る
。 そ の 後 、 図 7に 示 さ れ る よ う に 、 長 く 伸 ば さ れ 、 直 径 が 収 縮 さ れ た 状 態 の 遠 位 バ ル ー ン 1
8bが 管 腔 内 を 遠 位 に 移 動 し 、 そ の 間 、 拡 張 し た 近 位 バ ル ー ン 18aは 、 管 腔 壁 に 対 し て 所 定
の 位 置 に 本 用 具 を 固 定 す る 。 上 記 の よ う に 、 バ ル ー ン 18aの 表 面 22は 、 本 用 具 の 滑 り を 防
止 /軽 減 す る 助 け に な る 。 図 8に 示 さ れ る よ う に 、 い っ た ん バ ル ー ン 18bが 所 望 の 位 置 に 移
動 さ れ る と 、 バ ル ー ン 18bの 長 さ が 減 少 し 、 当 該 バ ル ー ン を 拡 張 さ せ 、 管 腔 壁 に 接 触 さ せ
、 そ の 位 置 を 保 持 す る 。 そ の 後 、 近 位 バ ル ー ン 18aの 長 さ は 減 少 し 、 近 位 バ ル ー ン を 収 縮
さ せ 、 次 に 、 バ ル ー ン 18aは 、 図 9お よ び 図 10に 示 さ れ る よ う に 、 バ ル ー ン 18bの 方 に 遠 位
に 移 動 し 、 一 方 、 拡 張 し た バ ル ー ン 18bは 管 腔 内 に 用 具 10を 保 持 す る 。 こ の 手 順 が 繰 り 返
さ れ 、 本 用 具 を 管 腔 内 の 所 望 の 位 置 に 進 め る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 当 業 者 は 、 各 種 図 が 、 2個 の 管 状 要 素 18a、 18bを 有 す る 用 具 10を 説 明 し 、 図 解 し て い る
が 、 用 具 10は 、 本 用 具 の 管 腔 内 移 動 を 容 易 に す る た め に 、 任 意 の 個 数 の 管 状 要 素 を 含 む こ
と が で き る 、 と 認 め る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
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　 特 定 の 典 型 的 実 施 態 様 で は 、 用 具 10は 、 GI管 の 検 査 お よ び /ま た は 治 療 に 使 用 さ れ る こ
と が で き る 。 用 具 10の サ イ ズ は 、 比 較 的 小 型 で あ る こ と が 可 能 で 、 管 状 要 素 18a、 18bは 、
直 径 を 選 択 的 に 縮 小 さ れ る こ と が 可 能 で あ る の で 、 本 用 具 は 、 標 準 的 な 内 視 鏡 お よ び 他 の
管 腔 内 用 具 よ り も 深 く 挿 入 さ れ る こ と が で き る 。 上 部 GI管 に 対 し て は 、 本 用 具 は 、 患 者 の
口 か ら 挿 入 さ れ る こ と が で き 、 下 部 GI管 に 対 し て は 、 本 用 具 は 、 患 者 の 肛 門 か ら 挿 入 さ れ
る こ と が で き る 。 い ず れ に せ よ 、 用 具 10は 、 好 ま し く は 、 本 用 具 が GI管 の 管 壁 を か み 合 わ
せ 、 GI管 を 移 動 す る こ と を 可 能 に す る サ イ ズ を 有 す る 。 典 型 的 に は 、 GI管 の 最 大 直 径 は 、
下 部 GI管 で ほ ぼ 30mm、 上 部 GI管 で ほ ぼ 16mmで あ る 。 従 っ て 、 特 定 の 典 型 的 実 施 態 様 で は 、
管 状 要 素 18a、 18bは 、 非 拡 張 状 態 の ほ ぼ 16mmか ら 拡 張 状 態 の ほ ぼ 33mmま で の 範 囲 で あ る 直
径 を 有 す る こ と が で き る 。 当 然 、 形 と サ イ ズ は 、 使 用 目 的 に 応 じ て 、 異 な る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 当 業 者 は 、 上 記 の 実 施 態 様 に 基 づ い て 、 本 発 明 の さ ら な る 特 徴 お よ び 長 所 を 認 め る で あ
ろ う 。 従 っ て 、 本 発 明 は 、 添 付 さ れ た 請 求 の 範 囲 に 規 定 さ れ る 場 合 を 除 い て 、 特 に 示 さ れ
た 、 お よ び 、 説 明 さ れ た 事 項 に 制 約 さ れ る も の で は な い 。 本 明 細 書 で 引 用 さ れ た 全 出 版 物
お よ び 文 献 は 、 参 照 す る こ と に よ っ て 、 そ の ま ま 本 明 細 書 に 明 示 的 に 組 み 入 れ ら れ て い る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
〔 実 施 の 態 様 〕
　 　 （ １ ） 　 体 内 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 用 具 に お い て 、
　 縦 軸 に 沿 っ て 近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延 び て い る 細 長 い 本 体 、
　 を 含 み 、
　 前 記 遠 位 端 が 、 第 一 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 、 お よ び 第 二 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 を 含 み 、
　 各 管 状 要 素 が 、 第 一 端 部 、 お よ び 第 二 端 部 を 有 し 、 前 記 管 状 要 素 は そ れ ぞ れ 、 選 択 的 に
、 か つ 独 立 し て 放 射 状 に 拡 張 お よ び 収 縮 す る よ う に 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 管 状 要 素 が 、 互 い に 対 し て 移 動 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 、
　 用 具 。
　 　 （ ２ ） 　 実 施 態 様 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 用 具 は 、 管 腔 内 面 を 掴 む こ と に よ っ て 前 記 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る よ う に 構 成 さ れ て
い る 、 用 具 。
　 　 （ ３ ） 　 実 施 態 様 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 管 状 要 素 の 縦 方 向 の 移 動 、 拡 張 、 お よ び 収 縮 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 第 一 制
御 要 素 、 お よ び 第 二 制 御 要 素 、
　 を さ ら に 含 む 、 用 具 。
　 　 （ ４ ） 　 実 施 態 様 3に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 二 制 御 要 素 に 対 す る 前 記 第 一 制 御 要 素 の 移 動 が 、 前 記 第 二 管 状 要 素 に 対 す る 前 記
第 一 管 状 要 素 の 移 動 を も た ら す 、 用 具 。
　 　 （ ５ ） 　 実 施 態 様 3に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 制 御 要 素 に 対 す る 前 記 第 二 制 御 要 素 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 に 対 す る 前 記
第 二 管 状 要 素 の 移 動 を も た ら す 、 用 具 。
　 　 （ ６ ） 　 実 施 態 様 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 本 体 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 一 近 位 本 体 部 材 、 お よ び 第 一 遠 位 本
体 部 材 、 な ら び に 前 記 第 二 管 状 要 素 と か み 合 わ さ れ た 第 二 近 位 本 体 部 材 、 お よ び 第 二 遠 位
本 体 部 材 を 含 む 、 用 具 。
　 　 （ ７ ） 　 実 施 態 様 6に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 遠 位 本 体 部 材 方 向 へ の 前 記 第 一 近 位 本 体 部 材 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 放
射 状 拡 張 を も た ら す と 同 時 に 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 長 さ を 減 少 さ せ る 、 用 具 。
　 　 （ ８ ） 　 実 施 態 様 6に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 二 遠 位 本 体 部 材 方 向 へ の 前 記 第 二 近 位 本 体 部 材 の 移 動 が 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 放
射 状 拡 張 を も た ら す と 同 時 に 、 前 記 第 一 管 状 要 素 の 長 さ を 減 少 さ せ る 、 用 具 。
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　 　 （ ９ ） 　 実 施 態 様 1に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 第 一 管 状 要 素 、 お よ び 前 記 第 二 管 状 要 素 が 、 メ ッ シ ュ 織 物 （ woven mesh material
） で 作 ら れ て い る 、 用 具 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 　 （ １ ０ ） 　 身 体 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 用 具 に お い て 、
　 細 長 い 本 体 部 材 上 に 可 動 的 に 配 置 さ れ 、 選 択 的 に 、 か つ 独 立 し て 縦 方 向 の 移 動 が 可 能 な
少 な く と も 2個 の 管 状 要 素 、
　 を 含 み 、
　 各 管 状 要 素 が 、 選 択 的 に コ ン ト ロ ー ル 可 能 な 長 さ を 有 し 、
　 各 管 状 要 素 が 、 延 長 さ れ た 長 さ お よ び 収 縮 さ れ た 直 径 を 有 す る 第 一 構 造 、 な ら び に 縮 小
さ れ た 長 さ お よ び 拡 張 さ れ た 直 径 を 有 す る 第 二 構 造 を 有 す る 、
　 用 具 。
　 　 （ １ １ ） 　 実 施 態 様 10に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 管 状 要 素 が メ ッ シ ュ 織 物 で 形 成 さ れ て い る 、 用 具 。
　 　 （ １ ２ ） 　 実 施 態 様 10に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 バ ル ー ン が 牽 引 面 を 含 む 、 用 具 。
　 　 （ １ ３ ） 　 実 施 態 様 10に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 本 体 の 近 位 端 に 、 前 記 第 一 管 状 要 素 お よ び 前 記 第 二 管 状 要 素 の 縦 方 向 の 移 動 を コ ン
ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 、 制 御 機 構 、
　 を さ ら に 含 む 、 用 具 。
　 　 （ １ ４ ） 　 実 施 態 様 13に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 本 体 の 近 位 端 に 、 前 記 第 一 構 造 お よ び 前 記 第 二 構 造 に お け る 前 記 第 一 管 状 要 素 の 配
置 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 、 制 御 機 構 、
　 を さ ら に 含 む 、 用 具 。
　 　 （ １ ５ ） 　 実 施 態 様 13に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 本 体 の 近 位 端 に 、 前 記 第 一 構 造 お よ び 前 記 第 二 構 造 に お け る 前 記 第 二 管 状 要 素 の 配
置 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 、 制 御 機 構 、
　 を さ ら に 含 む 、 用 具 。
　 　 （ １ ６ ） 　 実 施 態 様 14に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 機 構 が 、 前 記 第 一 構 造 お よ び 前 記 第 二 構 造 に お け る 前 記 第 一 管 状 要 素 の 縦 方 向
の 移 動 お よ び 前 記 第 一 管 状 要 素 の 配 置 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 、 第 一 制 御 要 素 で あ
る 、 用 具 。
　 　 （ １ ７ ） 　 実 施 態 様 15に 記 載 の 用 具 に お い て 、
　 前 記 制 御 装 置 が 、 前 記 第 一 構 造 お よ び 前 記 第 二 構 造 に お け る 前 記 第 二 管 状 要 素 の 縦 方 向
の 移 動 お よ び 前 記 第 二 管 状 要 素 の 配 置 を コ ン ト ロ ー ル す る の に 有 効 な 、 第 二 制 御 要 素 で あ
る 、 用 具 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 　 （ １ ８ ） 　 身 体 の 内 部 管 腔 を ト ラ バ ー ス す る 方 法 に お い て 、
　 a.近 位 端 か ら 遠 位 端 ま で 延 び て い る 細 長 い 本 体 を 有 し 、 か つ 遠 位 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 お よ
び 近 位 メ ッ シ ュ 管 状 要 素 を 含 む 、 管 腔 ト ラ バ ー ス 用 具 を 挿 入 す る 段 階 と 、
　 b.拡 張 さ れ た 前 記 近 位 管 状 要 素 の 外 面 が 前 記 管 腔 の 内 面 に 係 合 (engage)す る よ う に 、 前
記 近 位 管 状 要 素 を 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 段 階 と 、
　 c.前 記 近 位 管 状 要 素 に 対 し て 遠 位 に 前 記 遠 位 管 状 要 素 を 移 動 さ せ る 段 階 と 、
　 d.拡 張 さ れ た 前 記 遠 位 管 状 要 素 の 外 面 が 前 記 管 腔 の 前 記 内 面 に 係 合 (engage)す る よ う に
、 前 記 遠 位 管 状 要 素 を 放 射 状 に 拡 張 さ せ る 段 階 と 、
　 e.前 記 近 位 管 状 要 素 を 放 射 状 に 収 縮 さ せ 、 前 記 遠 位 管 状 要 素 に 向 か っ て 遠 位 に 前 記 近 位
管 状 要 素 を 移 動 さ せ る 段 階 と 、
　 f.前 記 用 具 が 前 記 管 腔 内 の 所 望 の 部 位 に 到 達 す る ま で b～ eの 段 階 を 繰 り 返 す 段 階 と 、
　 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ １ ９ ） 　 実 施 態 様 18に 記 載 の 方 法 に お い て 、
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　 前 記 用 具 が 、 手 術 お よ び /ま た は 診 断 処 置 で の 使 用 に 有 効 な 医 療 用 具 を 含 む 、 方 法 。
　 　 （ ２ ０ ） 　 実 施 態 様 18に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 開 口 （ opening） が 身 体 の 自 然 の 開 口 部 （ orifice） で あ る 、 方 法 。
　 　 （ ２ １ ） 　 実 施 態 様 19に 記 載 の 方 法 に お い て 、
　 前 記 医 療 用 具 が 内 視 鏡 で あ る 、 方 法 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 図 １ 】 図 1は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 管 腔 ト ラ バ ー ス 用 具 の あ る 実 施 態 様 の 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ２ 】 図 2は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 、 メ ッ シ ュ 材 で 形 成 さ れ た 管 状 要 素 を 有 す る 用 具
の 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 3は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 用 具 の あ る 実 施 態 様 の 遠 位 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 4は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 用 具 の あ る 実 施 態 様 の 近 位 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 5は 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 用 具 の 別 の 実 施 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 6は 、 拡 張 状 態 に あ る 近 位 管 状 要 素 を 有 す る 、 本 明 細 書 で 説 明 さ れ る 用 具 の あ
る 実 施 態 様 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 7は 、 遠 位 に 移 動 さ れ た 遠 位 管 状 要 素 を 有 す る 、 図 6の 用 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 8は 、 拡 張 状 態 に あ る 近 位 お よ び 遠 位 管 状 要 素 を 有 す る 、 図 7の 用 具 の 斜 視 図 で
あ る 。
【 図 ９ 】 図 9は 、 収 縮 状 態 に あ る 近 位 管 状 要 素 を 有 す る 、 図 8の 用 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 10は 、 近 位 管 状 要 素 を 遠 位 に 移 動 さ れ た 、 図 9の 用 具 の 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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